
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民と議会をつなぐ情報紙 

長岡京市 

親子議会だより 

平成28年2月発行 

ふだん入ることのできない議場に入

ることができた。 

議会の議員の人は市をよりよくする

ために話し合っているとよくわかった。 

委員会や本会議を実際に体験でき

たので役割がよくわかりました。実際

にやってみたのが楽しかったです。 

ふだん深く考えることのない日常生

活の中にも議会、委員会で審議さ

れ進められているということが子ども

にもわかりやすく体験できた。 

参加された皆さんの感想（抜粋） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「親子で議場体験ツアー」 
 

平成 28年1月 31日、長岡京市議会で「親

子議場体験ツアー」を開催しました。 

このツアーは、普段入ることのできない市議会の

議場や委員会室で、議会のしくみや議会の役

割、会議の流れなどについて、親子で模擬体

験をしながら知っていただくプログラムで、今回初

めて開催しました。 

この日、ご参加いただいたのは事前に申し込み

いただいた市内の小学校４年生から６年生ま

での子供たちと保護者の 12 組。「議会ってどん

なことをしているの？」「まちづくりのことはどうやっ

て話し合っているの？」など、知っているようで知

らない議会のヒミツを一つひとつ知っていただきま

した。 

委員会では、子どもたちにも身近な学校の建て

替え工事について、「建て替えが必要な判断を

した基準は？」「工事中の安全対策は？」など

質疑を行いました。その後、本会議を開会し、

建て替え工事の議案は、全員賛成で原案どお

り可決されました。 

 

09:45 

市議会議事堂に登庁。 
 

１月とは思えない心地よい青空の中、 

次々と「親子議員」が登庁されました。 

 

 

10:00 

ようこそ議会へ！オリエンテーション。 
 

上村真造市議会議長が歓迎のあいさつ。 

その後、事務局から議会のしくみについて説明しました。 
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10:15 

安心してください！ 

シナリオありますよ。 
 

             模擬委員会と模擬本会議の 

配役を決めました。一人一役。 

私はどの役をしようかな・・・。 

最後はじゃんけんで。 

10:30 

第１委員会室に移動して 

「模擬委員会」を開会。 

 

「第１号議案 長岡小学校の建て替え工事に 

ついて」を議題に「文教厚生常任委員会」を 

開会しました。こどもたちは、それぞれ委員長、 

委員、市長、部長、課長にわかれて委員会 

の審査を行いました。 

3 

4 

■質疑 

疑問点を委員が市長などに質問します。 

■採決 

委員会として、賛成か反対かを 

委員が挙手をして決めます。 

保護者の方も体験！ 

予算審査常任委員会開会。スムーズに会議

運営を体験していただきました！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11:30 

修了証授与。 
 

浜野利夫市議会副議長が終わりのあいさつ。 

     上村議長から子どもたち一人ひとりに 

「体験ツアー修了証」を授与し、 

ツアーは終了しました。 

 

 

11:00 

いよいよ議場に移動。 

「模擬本会議」を開会。 

 

文教厚生常任委員会で審査が終わったら、次は議員

全員が話し合う「本会議」での審議を行います。 

議長が会議を進行し、無事、長岡小学校の建て替え

工事について、全員賛成で決定しました。 

7 
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11:20 

議員への質問タイム。 
 

「どうして議員になろうと思ったのですか」など、 

子どもたちからの質問に議長、副議長が答えました。 

■採決 

議会として最終的な判断をします。 

議員が起立をして賛成かどうか決めます。 

■委員会審査報告 

文教厚生常任委員会委員長が 

委員会の審査結果を報告します。 

 

5 

中小路市長もこども議員を激励。 


